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第２分科会 

○特別支援学校における障害のある乳幼児への相談支援活動について 

 

千葉県立八日市場特別支援学校 

教 諭  西 山  博 

 

 近年，各特別支援学校は，早期からの教育相談の場と機会を提供していくことが求められている。

本校も，1999 年から，地域の保健センターと連携し，障害のある乳幼児とその保護者を支えるネッ

トワークづくりに取り組んでいる。本報告では，1999 年以降本校が取り組んできた障害のある乳幼

児を対象とした相談支援活動について，主にＡ町主催「親子遊び教室」と本校主催「いなほ教室」

の実践について紹介する。併せて，本校における課題と今後の展望について報告する。 

 

１ はじめに 

 本校では，2003 年度より３カ年にわた

り，「地域ぐるみで障害のある子どもたち

を支える取組（地域支援活動）」を進める

こ と を 目 的 と し た 実 践 研 究 （ 詳 細 は

http://www.chiba-c.ed.jp/yokaichiba-sh

/houkokusho.pdf 参照）に取り組んだ。 

 こうした，地域ぐるみで障害のある子ど

もを支えるために取り組んでいる主な活動

をまとめると図１のようになる。この中で，

最も重要なものの一つが，相談支援活動（図

中の網掛け部分）である。 

 

２ 相談支援活動について 

 本校の相談支援活動は，校務分掌組織の中に位置づけられた教育相談係（県就学指導調

査員と小中高各部主事の計４名で構成）と地域支援係（特別支援教育コーディネーターと

小中高各学部職員の計４名で構成）が中心となって進めている｡ 

本校の相談支援活動は，大きく三つに分かれている。一つは，電話による相談や本校で

「いなほ教室」と呼んでいる継続相談等，主として校内において行われる活動である。 

もう一つは， 小学校や中学校へ出

向いて行う活動，いわゆる学校支援

活動である。さらにもう一つ，同じ

く校外に出ての活動として，保健セ

ンターや保育所等，地域における乳

幼児とその保護者を対象とした相談

支援活動である。 

図２は，2004 年度の相談支援活動

の状況を示したものである。この年，

保健センターや保育所等に出向いて

相談に応じた回数（101 件）が来校

による相談回数（79 件）を上回った。 

   なお，本校では，保健センタ

 【図１ 地域と連携した取組について】 
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ーや保育所に出向いて行う相談支援活動と「いなほ教室」を加えた諸活動を通して，乳幼

児とその保護者を対象とした相談支援を行っている。 

 

３ 乳幼児を対象とした相談支援活動について 

(1)保健事業への支援 

  1999 年より，スタッフの一員（心理発達相談員）として各市町主催の保健事業，具 

体的には，乳幼児健診事後指導の一つである「親子遊び教室」に参加するようになった 

のが，本校における乳幼児を対象とした相談支援活動の始まりである。昨年度は，近隣 

２市１町の１歳６ヶ月健診や３歳児健診，親子遊び教室の支援に取り組んだ。 

(2)保育所等への訪問相談支援 

  今年度 12 月末現在，保育所等を訪問し相談支援活動を行ったケース数は 18（延べ 25） 

である。保育所に訪問した際は，実際の子どもの生活場面を参観した上で，担当保育士 

と一緒に，実現可能で，生活に即した具体的な手立てについて話し合うようにしている。 

(3)本校主催「いなほ教室」における支援 

  本校が実施している各市町主催

保健事業への支援や保育所等への

訪問相談支援だけでは対応しきれ

ないニーズ（特に，継続的な支援

と保護者支援）に応えるために，

2004 年９月，校内に「いなほ教室」

を開設した。   

 「いなほ教室」では，保護者の 

悩みを聞き，子どもと一緒に遊ん 

だりする中でかかわり方のアドバ 

イスを行うといった保護者支援を 

中心としている。今年度 12 月末現 

在は，４組の親子（延べ 25 回）が 

当教室を利用している。 

 

４ 課題と今後の展望 

 地域に出向く回数が増えるに従い，「特別支援学校が地域に出て，発達障害のある子ど

もの支援が本当にできるのか」といった指摘を受ける機会も多くなった。確かに，ＬＤや

ＡＤＨＤといった発達障害のある子どもへの支援経験が少ない本校にとって，子どもに対

する直接支援に限界があることは認めなければならない。しかし，保護者が我が子の行動

に対して抱く「どうして」の疑問に答え，子育てに対する不安を軽減する支援や保護者を

中心とした支援者間のネットワークづくりなど，いわゆる保護者支援は，特別支援学校が

地域にあって十分果たし得ることができる機能ではないだろうか｡ 

 以上のような考えから，本校の乳幼児を対象とした相談支援活動は，保護者支援に重点

をおいてこれまで取り組んできた。とは言うものの，早期からの発達段階や障害特性に応

じた支援の質的向上は避けて通れない。こうした専門性の向上が，喫緊の課題である。さ

らに，「いなほ教室」を担当する人材と活動時間の確保，就学後につながる支援とするた

めの「個別の支援計画」等の整備も解決しなければならない課題である。 

 本校が早期からの相談支援活動に取り組むようになったのは，各市町の保健師がコーデ

ィネーター役として存在していたからである。保健師が，困り感を抱いている子どもや保

護者，保育士等と本校をつないでくれるからこそ，相談者の信頼を得ることができるのだ

・ 「いなほ教室」は、原則として週1回（１５：００～１６：３０）実施。
・継続相談の依頼があった場合に随時受け付ける。
・今年度は、地域支援係を中心に、6名の職員でケースを分担している。
（原則的には、職員2名で1ケースを担当する。職員1名は、子どもの
個別療育を担当し、もう1名は、保護者の相談支援を担当する。）

・医療機関等において勧められ、本教室を利用するケースが多い。
・保護者の了解のもと、医療機関等と連携して、支援プログラムを作成
する場合もある。

継続相談「いなほ教室」

八日市場特別支援学校

【図３ 「いなほ教室」の概要】 
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